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平成２９年第２回足寄町議会定例会議事録（第１号）
平成２９年６月２０日（火曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 熊 澤 芳 潔 君 ２番 榊 原 深 雪 君

３番 多治見 亮 一 君 ４番 木 村 明 雄 君

５番 川 上 初太郎 君 ６番 前 田 秀 夫 君

７番 田 利 正 文 君 ８番 高 道 洋 子 君

９番 髙 橋 健 一 君 １０番 星 孝 道 君

１１番 髙 橋 秀 樹 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 安久津 勝 彦 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 渡 辺 俊 一 君

総 務 課 長 大 野 雅 司 君

福 祉 課 長 丸 山 晃 徳 君

住 民 課 長 松 野 孝 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 佐々木 雅 宏 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 横 田 晋 一 君

総 務 担 当 主 査 西 岡 潤 君



― 2―

◎議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名＜Ｐ４＞

日程第 ２ 会期の決定＜Ｐ４＞

日程第 ３ 諸般の報告（議長）＜Ｐ４＞

日程第 ４ 行政報告（町長）＜Ｐ５～Ｐ８＞

日程第 ５ 報 告 第 ４ 号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計）＜Ｐ９＞

日程第 ６ 報 告 第 ５ 号 繰越明許費繰越計算書について（簡易水道特別会計）＜

Ｐ９＞

日程第 ７ 報 告 第 ６ 号 繰越明許費繰越計算書について（公共下水道事業特別会

計）＜Ｐ９～Ｐ１０＞

日程第 ８ 報 告 第 ７ 号 事故繰越し繰越計算書について（一般会計）＜Ｐ１０＞

日程第 ９ 報 告 第 ８ 号 専決処分の報告について（車両事故に対する損害賠償の

額を定めることについて）＜Ｐ１０～Ｐ１１＞

日程第１０ 報 告 第 ９ 号 専決処分の報告について〔平成２９年度足寄町一般会計

補正予算（第２号）〕＜Ｐ１１＞

日程第１１ 報 告 第 １ ０ 号 予定価格１,０００万円以上の工事又は製造の請負契約

の締結について＜Ｐ１１～Ｐ１２＞

日程第１２ 議 案 第 ５ ０ 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について＜

Ｐ１２～Ｐ１３＞

日程第１３ 議 案 第 ５ １ 号 足寄町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につい

て＜Ｐ１３～Ｐ１４＞

日程第１４ 議 案 第 ５ ２ 号 町民センター改修（建築主体）工事請負契約について＜

Ｐ１４～Ｐ１６＞

日程第１５ 議 案 第 ５ ３ 号 町民センター改修（電気設備）工事請負契約について＜

Ｐ１６～Ｐ１７＞

日程第１６ 議 案 第 ５ ４ 号 町民センター改修工事（機械設備）工事請負契約につい

て＜Ｐ１７～Ｐ１８＞

日程第１７ 議 案 第 ５ ５ 号 里見が丘公園整備（レストハウス新築）（建築主体）工

事請負契約について＜Ｐ１８～Ｐ１９＞

日程第１８ 議 案 第 ５ ６ 号 足寄小学校大規模改修（第１期）（建築主体）工事請負

契約について＜Ｐ１９～Ｐ２０＞

日程第１９ 議 案 第 ５ ７ 号 十勝環境複合事務組合規約の変更について＜Ｐ２０～Ｐ

２１＞

日程第２０ 議 案 第 ５ ８ 号 十勝環境複合事務組合の解散について＜Ｐ２０～Ｐ２

１＞

日程第２１ 議 案 第 ５ ９ 号 十勝環境複合事務組合の解散に伴う財産処分について＜

Ｐ２０～Ｐ２１＞

日程第２２ 議 案 第 ６ ０ 号 十勝圏複合事務組合規約の変更について＜Ｐ２０～Ｐ２

１＞

日程第２３ 議 案 第 ６ １ 号 足寄町行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の制定について＜Ｐ２２～Ｐ２３＞

日程第２４ 議 案 第 ６ ２ 号 足寄町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例＜
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Ｐ２３＞

日程第２５ 議 案 第 ６ ３ 号 過疎地域における固定資産税の課税の特例に関する条例

の一部を改正する条例＜Ｐ２４＞

日程第２６ 議 案 第 ６ ４ 号 足寄町手数料徴収条例の一部を改正する条例について＜

Ｐ２４～Ｐ２５＞
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午前１０時００分 開会

◎ 開会宣告

○議長（吉田敏男君） 全員の出席でありま

す。

ただいまから、平成２９年第２回足寄町議

会定例会を開会をいたします。

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） これから、本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 会議録署名議員の指名

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、足寄町議会総合条例第

１８４条の規定によって、２番榊原深雪君、

３番多治見亮一君を指名をいたします。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 榊原深雪君。

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 昨

日開催されました、第２回定例会に伴う議会

運営委員会の協議の結果を報告いたします。

会期は、本日６月２０日から６月３０日ま

での１１日間とし、このうち２１日から２７

日までの７日間は休会となります。

次に、審議予定について報告します。

本日、６月２０日は、最初に議長の諸般の

報告を行います。

次に、町長からの行政報告を受けます。

次に、議案等の審議方法について申し上げ

ます。

最初に、報告第４号から報告第１０号の報

告を受けます。

次に、議案第５０号から議案第６４号まで

を即決で審議いたします。

２８日は、一般質問などを行います。

２９日以降の審議予定については、一般質

問者の人数などにより流動的でありますの

で、今後の議会運営委員会において協議し、

皆様に御報告いたしますので、御了承願いま

す。

なお、議案第６５号から議案第７３号まで

の補正予算案は、後日、提案説明を受けた

後、即決で審議いたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 会期決定の件

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 会期決定

の件を議題といたします。

お諮りをいたします。

本定例会の会期は、本日から６月３０日ま

での１１日間にしたいと思います。これに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は本日から６月３０日ま

での１１日間に決定をいたしました。

なお、１１日間のうち、２１日から２７日

までの７日間は休会といたしたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、７日間は休会に決定をいたし

ました。

なお、今定例会における一般質問通告書の

提出期限は、６月２２日、木曜日の午後４時

まででありますので、よろしくお願いをいた

します。

◎ 諸般の報告

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 諸般の報

告を行います。

議長の報告事項は、印刷してお手元に配付

のとおりです。



― 5―

これで諸般の報告を終わります。

◎ 行政報告

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 行政報告

を行います。

町長から行政報告の申し出がありましたの

で、これを許します。

町長 安久津勝彦君。

○町長（安久津勝彦君） 議長のお許しをい

ただきましたので、６件の行政報告を申し上

げます。

まず、足寄高校の存続支援について、御報

告を申し上げます。

平成２９年第１回定例会において、足寄高

校の存続支援について報告させていただきま

したが、二次募集後の最終的な入学者等につ

いて報告をさせていただきます。

平成２９年度の入学者は６０名となり、２

学級の間口を維持することができました。そ

れにより７年ぶりに全学年が２間口となり、

全校生徒も９年ぶりに１５０名となりまし

た。これに伴い、足寄町以外からの入学者も

ふえてきており、受け入れのための下宿の整

備は重要な課題であり、昨年１０月に移住体

験及び農業研修者等の宿泊並びに足寄高校生

の下宿機能をあわせ持つ足寄町多目的交流施

設を開設いたしました。同施設には男性用７

部屋、女性用５部屋の計１２部屋があり、現

在足寄高校生が全室に入居し、満室となって

おります。入居している生徒１２名の内訳で

ありますが、１年生９名、２年生３名となっ

ており、平成３０年度には新１年生のための

空き室が発生しないため、新たな入居者を受

け入れられない状況となっております。加え

て、同施設に入居できなかった１年生２名が

他の民間宿泊施設に入居しております。

足寄高校の存続並びに二間口維持のために

は、町内からの進学率を上げることはもちろ

んでありますが、将来的な児童・生徒の推移

を踏まえると、町外からの生徒確保が重要な

要素となります。

このことから、町外からの生徒を引き続き

受け入れできるよう、来春の開設を目指し、

足寄町多目的交流施設の増築を行うことと

し、今定例会に関連経費を計上させていただ

いております。

また、足寄高校野球部が単独チームとし

て、夏季高野連十勝支部大会に出場するに当

たり、全校応援実施にかかわる経費のほか、

通塾生徒数の増加に伴う足寄町学習塾の指定

管理料の増額に関する補正予算を提案させて

いただいております。

今後も足寄高校存続に向けて支援をしてま

いる所存でありますので、御理解を賜ります

ようお願いを申し上げ、御報告といたしま

す。

次に、平成３１年４月以降のごみ処理体制

につきまして、御報告をいたします。

さきの３月議会定例会において、御報告い

たしました平成３１年４月以降のごみ処理体

制につきまして、本年３月２７日に招集され

た池北三町行政事務組合議会定例会におい

て、本別町、陸別町、足寄町の三町ともに、

し尿処理と同様、十勝環境複合事務組合に加

入し、共同処理を行う方向で合意を得たとこ

ろであります。

これにより、現在１７種類に分別している

ごみは、燃やすごみ、燃やさないごみ、有害

ごみ、危険ごみ、大型ごみ等の分別に変更さ

れ、十勝環境複合事務組合が運営するくりり

んセンターにおいて処理をすることとなり、

資源ごみは従来どおり、銀河クリーンセン

ターにおいて処理をしてまいります。

生ごみ、木くず等の処理につきましては、

本町に建設されるバイオガスプラントでの処

理について協議、検討しており、方向性が決

まり次第、改めて御報告させていただきたい

と考えております。

なお、十勝環境複合事務組合につきまして

は、平成３０年３月３１日をもって解散を

し、十勝圏複合事務組合が事務を承継するこ

とが決定しており、今定例会に関連する議案

を提案しております。

また、町内自治会等の御協力により実施し
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ております新聞・雑誌や段ボール等の資源集

団回収奨励事業は今後も継続していくととも

に、対象品目に使用済み小型電気機器等を加

え、廃棄物の適正な処理及び資源の有効な利

用の確保を図ってまいります。なお、今定例

会に本事業にかかわる補正予算を提案してお

りますので、御審議賜りますようお願い申し

上げます。

今後につきましては、分別の変更に伴いご

み処理手引書の作成や指定ごみ袋を刷新する

とともに、説明会等を通じて住民への周知徹

底を図ってまいりますので、御理解賜ります

ようお願い申し上げ御報告といたします。

次に、十勝市町村税滞納整理機構における

平成２８年度の実績が取りまとめられました

ので、御報告をいたします。

まず、十勝市町村全体の実績ですが、滞納

事案４４２件、滞納額２億９,７２４万６,０

００円の引き継ぎに対して、延滞金を含めた

収納額は９,０９１万９,０００円、収納率は

３０.５９％となっており、前年比７.０６ポ

イントの減となりました。

次に、本町の実績ですが、引き継ぎました

事案は９件、滞納額４６３万５,０００円に

対して延滞金を含めた収納額は１０５万２,

０００円、収納率は２２.７％となってお

り、前年比４７.６４ポイントの減となりま

した。

前年に高額案件が整理されたため、収納

額、収納率いずれも前年実績を下回ることと

なりましたが、経済不況や雇用環境の悪化な

どの影響を受けた中においては、引き続き高

い水準を維持しているものと考えておりま

す。

また、事前予告通知による効果額は２５５

万１,０００円で、収納実績と合わせた総額

は３６０万３,０００円となっており、本町

が負担する分担金９０万９,０００円を差し

引いた費用対効果額は２６９万４,０００円

の実績となりました。発足から１０年間にお

ける本町の引き継ぎ件数は延べ１０２件で、

収納額は２,９８１万７,０００円の実績と

なっており、滞納整理機構への引き継ぎの宣

伝効果もあって、町税全体の収納率も向上し

ているところであります。

なお、平成２９年度におきましては、継続

事案３件を含む８件、滞納額２１３万７,０

００円を引き継ぎしております。

十勝市町村税滞納整理機構は、滞納整理に

関する高度な専門知識や手法を有しており、

各市町村での対応が困難なものに対しても高

い収納率を上げております。今後におきまし

ても適切に納税されている方々の不公平感を

なくすため、十勝一丸となった取り組みを

図ってまいりますので、御理解を賜りますよ

うお願いを申し上げ御報告といたします。

次に、後期高齢者医療制度の保険料及び国

民健康保険税の軽減判定誤りにつきまして、

御報告をいたします。

最初に、後期高齢者医療制度ですが、昨年

１２月２７日に厚生労働省から保険料軽減判

定誤りによる保険料の過大・過小徴収につい

て報道発表されました。その内容は、国が後

期高齢者医療広域連合に提供した電算処理シ

ステムの設定に誤りがあり、平成２０年の後

期高齢者医療制度の発足以来、世帯主または

本人が青色申告を行っている被保険者のう

ち、一部の方について、保険料の均等割部分

の軽減判定が誤って行われ、本来納付すべき

金額と異なる保険料が賦課されているという

ものでありました。

厚生労働省及び道からの通知を受け、本町

の保険料の軽減判定について調査を行った結

果、同様の軽減判定誤りがあることが判明い

たしました。今回対象となるのは、一つには

世帯主、本人または本人以外の被保険者であ

る世帯員が、青色事業専従者給与を支払って

いる、または年金収入が１２０万円を超える

青色申告者である。二つ目に、本人が後期高

齢者医療制度の加入直前に社会保険等の被扶

養者でなかった。３点目に、所得を再計算し

た結果、均等割の軽減区分が変更となる。以

上、三つの全てを満たす被保険者でありま

す。
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誤りの内容といたしましては、軽減判定所

得の計算に当たり、青色申告による純損失の

繰越控除を行う場合、本来は青色事業専従者

給与を経費として算入できないため、青色事

業専従者給与額を含めず計算した繰越損失額

を用いて軽減判定すべきところ、確定申告上

の繰越損失額を用いて計算していたため、軽

減区分に誤りが生じたものであります。

所得を再計算した結果、軽減区分が変更と

なり、過大徴収により還付対象となった件数

は１０件、８名、還付金額は還付加算金を加

え２９万１,３００円で、過小徴収による追

加徴収となる対象者はおりませんでした。

少しここで口頭でありますけれども、補足

をさせていただきますと、前段説明した損

失、控除の関係、これ専従者給与の分は含ま

れないのだということで、前段説明をしまし

た。そこだけを読み取りますと、過小課税で

追加徴収ということになるのではないかとい

うことで読み取れるわけでありますけれど

も、これ個々の所得あるいはこの繰越損失と

いうのは実は３年間繰り越しできるのです

ね。ですから、個々の所得それから損失額の

繰越額、この個別に計算をしないと一概に青

色申告の専従者給与は経費として認められな

いのだと、それが間違っていたのだというこ

とをそのまま受け取りますと、還付ではなく

て徴収という結果になるのではないかとい

う、そういう疑問が生じますけれども、これ

はもう一人一人事業者の所得あるいは損失額

の繰越額を精査をした結果が追加徴収という

方は一人もいなくて、還付をする方が８名と

いう結果になったということでございますの

で、補足をしておきたいというふうに思いま

す。

なお、保険料の還付につきましては、期限

の設定がないため、制度開始当初からを対象

としております。また、対象となった方に対

しましては、５月中に個別訪問しおわびと説

明を行い御理解をいただいた上、５月２９日

付で還付手続が終了をしております。

次に、国民健康保険税におきましても、後

期高齢者医療制度と軽減判定の仕組みが共通

であることから、同様の事象がないか調査を

行った結果、軽減判定誤りがあることが判明

いたしました。内容といたしましては、後期

高齢者医療制度と同様、国保の軽減判定所得

の計算について、青色事業専従者給与を必要

経費として含めずに計算した繰越損失額を用

いて軽減判定すべきところ、確定申告上の繰

越損失額を用いて計算しておりました。その

ため、均等割額及び平等割額の軽減が正しく

判定されず、一部の被保険者の方の保険料を

過大または過小に徴収していたものでありま

す。今回、過大徴収により還付対象となった

件数は２１件、１７名、還付金額は還付加算

金を加え１０８万６,０００円、過小徴収に

より追加徴収の対象となった件数は９件、９

名、徴収金額は２８万７,７００円でありま

す。

なお、地方税法の規定により保険税の還付

につきましては過去５年、追加徴収は過去３

年が対象となりますが、還付につきましては

要綱の規定により確認できる証拠書類がある

場合はその年限まで還付することが可能であ

ります。しかし、軽減判定所得の算定に必要

な国民健康保険賦課台帳が保存年限経過によ

る廃棄処分により、繰越損失額を正確に把握

可能な平成２３年度から平成２８年度までの

過去６年間といたしました。

今後、対象者となった方々に対しまして

は、個別におわびと説明を行った上、保険料

の徴収が過大となっている方に対しましては

速やかに還付を行い、保険料の徴収が過小と

なっている方に対しては本来の保険料の納付

をお願いさせていただきます。

なお、今定例会に還付金等にかかわる補正

予算を提案しておりますので、御審議賜りま

すようお願いを申し上げます。

今回、不適切な事務処理となってしまいま

したことにつきまして、議員各位並びに町民

の皆様方におわびを申し上げますとともに、

今後につきましては、このような誤りがない

よう、法令解釈や確認作業を徹底し、再発防
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止に努めてまいりますので、御理解を賜りま

すようお願いを申し上げ御報告といたしま

す。大変申しわけありませんでした。

次に、公共施設煙突用断熱材使用状況調査

結果とその対応について、御報告申し上げま

す。

断熱材として昭和３０年代以降多くの建物

に使用されたアスベストは石綿とも呼ばれ、

飛散したアスベストを吸い込むことにより、

肺がんや悪性中皮腫を起こす可能性があるこ

とから、現在は使用禁止となっております。

昨年１０月、札幌市の小中学校でアスベス

トを含む疑いのある煙突用断熱材が落下し、

給食を停止するという事案が大きく報道され

ました。

この報道を受け、足寄町の公共施設におけ

る煙突用断熱材の使用状況を確認したとこ

ろ、足寄小学校、足寄町民センター、生涯学

習館及び特別養護老人ホームの煙突にアスベ

ストを含んだ建材が使用されていることが判

明したことから、詳細な劣化、損傷状況の把

握、アスベスト粉じん濃度の調査が必要であ

ると判断し、専門業者に委託をして、該当施

設全てにおいて、煙突用断熱材使用状況調査

を実施いたしました。

調査結果についてですが、町民センター、

生涯学習館については劣化は確認されません

でした。足寄小学校、特別養護老人ホームに

ついては劣化ありの判定でありましたが、ア

スベスト粉じんの気中濃度は基準値を下回っ

ており、現在のところ飛散は確認されており

ません。

この調査結果を踏まえ、劣化が認められな

かった町民センター、生涯学習館について

は、定期的な点検を行い、劣化、損傷の状況

を引き続き確認することとし、足寄小学校に

ついては、本年度に計画しております大規模

改修工事において、暖房設備をボイラーから

個別暖房に切りかえることから、煙突の開口

部を完全に覆う囲い込みを実施することとし

ております。

また、特別養護老人ホームについては著し

い劣化とアスベスト粉じん飛散のおそれがあ

るとの総合判定でしたので、煙突部を完全に

囲う囲い込みと新たな煙突の設置を行うこと

とし、今回の定例会において、工事請負費と

して１,２０２万１,０００円の補正予算を計

上させていただきました。

今後におきましても、定期的な点検を行

い、安全、安心な施設運営を行ってまいりま

すので、御理解を賜りますようお願いを申し

上げ、御報告といたします。

最後に、国民健康保険病院の眼科診療体制

について、平成２８年第４回定例会におい

て、平成２８年度末の鈴木医師の退任に伴

い、後任の東京都在住眼科医による本年３月

まで月４日の診療の継続について、及び４月

以降の診療体制は道内在住の医師も含め協議

を進めていることを内容とする行政報告をさ

せていただきました。しかしながら、その

後、道内在住の医師との調整に時間を要する

こととなったことから、後任の眼科医にさら

に期間を延長していただくとともに、現行の

眼科診療体制が維持できるよう医師派遣にか

かわる交渉を継続してまいりました。その結

果、このほど社会福祉法人北海道社会事業協

会帯広病院、略称帯広協会病院の眼科医派遣

による診療が本年７月から毎週水曜日の午後

に実施できることとなりました。帯広協会病

院からの医師派遣により、一月当たり延べ２

日程度の診療日を確保できることとなり、ま

た診療日が毎週定期となることで、患者さん

の利便性も高まるものと期待されるところで

あります。

現在、これとは別に道内在住の眼科医との

派遣協議を継続して進めており、正式に決定

するまでの間は、現在月４日の診療に当たっ

ていただいている眼科医に７月以降も引き続

き月２日の診療をお願いしていることから、

帯広協会病院の眼科医派遣とあわせて、現行

の眼科診療体制が維持できるものと考えてお

りますので、御理解を賜りますようお願い申

し上げ、御報告といたします。

以上、行政報告といたします。
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○議長（吉田敏男君） これで、行政報告を

終わります。

◎ 報告第４号

○議長（吉田敏男君） 日程第５ 報告第４

号繰越明許費繰越計算書について（一般会

計）の件を議題といたします。

本件について、報告を求めます。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました報告第４号繰越明許費繰越計算書

について、御報告申し上げます。

平成２８年度足寄町一般会計予算の繰越明

許費は別紙のとおり、翌年度に繰り越したの

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規

定により報告するものでございます。

繰越明許費につきましては、予算計上議決

いただきました公用車更新事業など、１ペー

ジ右側に別紙といたしまして計算書を添付し

ておりますが、それぞれ事業費の額が確定い

たしましたので報告するものでございます。

翌年度への繰越額は１４事業、合計１１億

９,７２８万２,０００円でございます。

以上のとおり、御報告申し上げます。

○議長（吉田敏男君） ただいまの報告に対

し、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これをもって、報告を終わります。

◎ 報告第５号

○議長（吉田敏男君） 日程第６ 報告第５

号繰越明許費繰越計算書について（簡易水道

特別会計）の件を議題といたします。

本件について、報告を求めます。

建設課長 増田徹君。

○建設課長（増田 徹君） ただいま議案と

なりました報告第５号繰越明許費繰越計算書

について、提案理由の御説明を申し上げま

す。

平成２８年度足寄町簡易水道特別会計予算

の繰越明許費は別紙のとおり、翌年度に繰り

越したので、地方自治法施行令第１４６条第

２項の規定により報告するものでございま

す。

繰越明許費につきましては、予算計上を議

決いただきましたが、別紙計算書のとおり事

業費の額が確定しましたので報告するもので

ございます。

翌年度への繰越額は２事業、合計２,２７

８万１,０００円でございます。

以上、報告第５号繰越明許費繰越計算書に

ついての報告とさせていただきますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） ただいまの報告に対

し、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これをもって、報告を終わります。

◎ 報告第６号

○議長（吉田敏男君） 日程第７ 報告第６

号繰越明許費繰越計算書について（公共下水

道事業特別会計）の件を議題といたします。

本件について、報告を求めます。

建設課長 増田徹君。

○建設課長（増田 徹君） ただいま議案と

なりました報告第６号繰越明許費繰越計算書

について、提案理由の御説明を申し上げま

す。

平成２８年度足寄町公共下水道事業特別会

計予算の繰越明許費は別紙のとおり、翌年度

に繰り越したので、地方自治法施行令第１４

６条第２項の規定により、報告するものでご

ざいます。

繰越明許費につきましては、予算計上を議

決いただきましたが、別紙計算書のとおり、

事業費の額が確定しましたので報告するもの
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でございます。

翌年度への繰越額は２,２３５万６,０００

円でございます。

以上、報告第６号繰越明許費繰越計算書に

ついての報告とさせていただきますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） ただいまの報告に対

し質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これをもって、報告を終わります。

◎ 報告第７号

○議長（吉田敏男君） 日程第８ 報告第７

号事故繰越し繰越計算書について（一般会

計）の件を議題といたします。

本件について、報告を求めます。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました報告第７号事故繰越し繰越計算書

について、提案理由の御説明を申し上げま

す。

平成２８年度足寄町一般会計予算の事故繰

越しは別紙のとおり、翌年度に繰り越したの

で、地方自治法施行令第１５０条第３項の規

定により、報告するものでございます。

４ページ右側の別紙平成２８年度足寄町事

故繰越し繰越計算書のとおり、第２款総務費

第１項総務管理費、地域活性化推進事業の住

環境・店舗等整備補助金について、交付決定

した新築工事１件及び改修工事１件が年度内

に完了することが困難となったため。また、

第１１款災害復旧費、第５項厚生労働施設災

害復旧費、民生施設災害復旧事業（単独）分

の介護施設等災害復旧補助金について、交付

決定した災害復旧事業が年度内に完了するこ

とが困難となったため、事故繰越しを行った

ものでございます。

なお、両補助金とも既に工事が完了し、今

月中には支出完了する予定でございます。

以上のとおり、御報告申し上げます。

○議長（吉田敏男君） ただいまの報告に対

し質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これをもって、報告を終わります。

◎ 報告第８号

○議長（吉田敏男君） 日程９ 報告第８号

専決処分の報告について（車両事故に対する

損害賠償の額を定めることについて）の件を

議題といたします。

本件について、報告を求めます。

建設課長 増田徹君。

○建設課長（増田 徹君） ただいま議題と

なりました報告第８号専決処分の報告につい

て、提案理由の御説明を申し上げます。

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、下記のとおり専決処分したので、同条第

２項の規定により、これを報告するものでご

ざいます。

専決処分書。町道足寄原野線道路上におけ

る車両物損事故に対する損害賠償の額を定め

ることについて、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、次のとおり専決処分する。

損害賠償額１０万１,４８６円。事故の発

生場所、日時等については別紙示談書のとお

りでございます。

６ページ左側に示談書を添付してますの

で、御参照願います。

事故の概要ですが、平成２９年３月２２日

午前７時４０分ごろ、足寄町共栄町１７５番

地、町道足寄原野線の路上において、除雪作

業車が作業中に誤って外してしまった路面排

水溝に設置されていたグレーチングが路面上

の積雪の中に隠れており、その場所を通過し

た岸山稔氏が運転する乗用車が乗り上げてし

まい、マフラーを破損させたものでございま
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す。なお、運転していた岸山氏にはけがはあ

りませんでした。

事故の原因でございますが、除雪車が除雪

プラウにより路面排水溝のグレーチングが外

れてしまい、路面上の雪の中に埋もれた状態

で残されたことで起きた事故と思われます。

過失割合につきましては、足寄町が１００

％、岸山氏が０％で、物損事故の示談が平成

２９年５月１７日に成立いたしましたので、

町が岸山氏に対して損害賠償金として１０万

１,４８６円を支払うこととするものでござ

います。

今後このようなことがないように、除雪作

業時には最善の注意を図り、安全・安心で町

民に信頼される車両運行及び道路の維持管理

に努めてまいりたいと思います。

なお、７ページに、事故発生現場状況図を

添付しておりますので、御参照願います。

以上で、報告第８号専決処分の報告とさせ

ていただきますので、御理解のほどよろしく

お願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これにて、報告を終

わります。

◎ 報告第９号

○議長（吉田敏男君） 次に、日程第１０

報告第９号専決処分の報告について、平成２

９年度足寄町一般会計補正予算（第２号）の

件を議題といたします。

本件について、報告を求めます。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました報告第９号専決処分の報告につい

て、御報告申し上げます。

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、下記のとおり専決処分したので、同条第

２項の規定により、これを報告するものでご

ざいます。

専決処分書。平成２９年度足寄町一般会計

補正予算（第２号）を、地方自治法第１８０

条第１項の規定により、別紙のとおり専決処

分する。

補正予算の内容について申し上げます。

９ページをお願いいたします。

平成２９年度足寄町一般会計補正予算（第

２号）、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ１０万２,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ９９億２,６

６６万８,０００円とするものでございま

す。

補正予算の内容につきましては、１２ペー

ジとなりますが、報告第８号で報告いたしま

した車両事故に伴います賠償金１０万２,０

００円の支出計上と、この財源といたしまし

て、同額の賠償保障保険金の歳入計上を行っ

たものでございます。

以上で、報告とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、報告を終

わります。

◎ 報告第１０号

○議長（吉田敏男君） 日程第１１ 報告第

１０号予定価格１,０００万円以上の工事ま

たは製造の請負契約の締結についての件を議

題といたします。

本件について、報告を求めます。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました報告第１０号予定価格１,０００

万円以上の工事または製造の請負契約の締結

について御報告申し上げます。

足寄町議会総合条例第１２条第１項の規定

により、次のとおり報告するものでございま

す。

１４ページにございますが、平成２９年２

月２２日から平成２９年６月１５日までの間

で、足寄町議会総合条例第１２条第１項第１

号の規定により報告する工事または製造の請

負は、別紙のとおり１３件でございます。

以上のとおり、御報告申し上げます。

○議長（吉田敏男君） ただいまの報告に対

し、質疑を行います。

質疑はございませんか。

２番 榊原深雪君。
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○２番（榊原深雪君） この１４ページにあ

ります全ての落札率をお聞きしたいと思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

各工事等の落札率でございますが、上から

順に、奥地林道置戸・阿寒線災害復旧工事に

つきましては、９７.８％でございます。

足寄簡易水道遠隔監視システム等整備その

２工事につきましては、９４.６４％でござ

います。

下水道雨水管渠新設工事につきましては、

９７.１４％でございます。

２８年災７次９６７号稲牛拓進線災害復旧

工事につきましては、９６％でございます。

はるにれ団地公営住宅新築機械設備（３号

棟）工事につきましては、９６.８６％でご

ざいます。

はるにれ団地公営住宅新築機械設備（４号

棟）工事につきましては、９６.５２％でご

ざいます。

下水道管渠新設その１工事につきまして

は、９７.０５％でございます。

下水道管渠新設その２工事につきまして

は、９６.０５％でございます。

足寄小学校大規模改修（第１期）（機械設

備）工事につきましては、９６.８６％でご

ざいます。

里見が丘公園整備（レストハウス新築）

（機械設備）工事につきましては、９６.９

８％でございます。

移住体験住宅整備（建築主体）工事につき

ましては、９６.０９％でございます。

下水道管渠新設その３工事につきまして

は、９６.６６％でございます。

下水道管渠新設その４工事につきまして

は、９６.３６％でございます。

以上のとおりでございますので、よろしく

お願いいたします。

○議長（吉田敏男君） ２番、榊原深雪君。

○２番（榊原深雪君） このたび定例議会が

少し遅く始まりましたけれども、この落札さ

れた業者さんにおきまして、この議決をもら

わないと仕事にかかれないということなどの

影響などはどうだったでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

ただいまのは契約議決ではなく契約の報告

でございますので、これは既に契約、着手、

着工しております。

１,０００万円、議決の必要な、本日も後

ほど議案として出てまいりますが、それらは

契約前に議会の議決をいただいて契約すると

いうことでございますが、それらの金額に満

たないもの、条例で定めました金額に満たな

いものにつきましては、議会には報告すると

いうことで、議決を経ずに契約をさせていた

だいております。

そういう規定と、条例等でそういう規定と

なっておりますので、着工はしております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） その他、質疑はござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これをもって、報告を終わります。

◎ 議案第５０号

○議長（吉田敏男君） 日程第１２ 議案第

５０号辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の策定についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５０号辺地に係る公共的施

設の総合整備計画の策定について、提案理由

の御説明を申し上げます。

辺地に係る公共的施設の総合整備のための

財政上の特別措置等に関する法律第３条第１
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項の規定に基づき、芽登辺地及び平和辺地に

係る総合整備計画を策定するもので、財政上

有利な起債である辺地対策事業債を申請する

場合は、この整合整備計画の策定が条件とさ

れていることから、同事業債を申請する予定

の事業について、総合整備計画を策定し議決

をお願いするものでございます。

計画に計上する事業につきましては、１６

ページに添付させていただいております総合

整備計画書に計上しております事業で、芽登

辺地につきましてはページ左側の計画書で、

飲用水供給施設といたしまして足寄簡易水道

（芽登地区）遠隔監視システム等整備事業、

農林漁業経営近代化施設といたしましてバイ

オガスプラント導入支援事業を計上しており

ます。

平和辺地につきましては、ページ右側の計

画書で、飲用水供給施設といたしまして昭和

地区簡易給水施設配水管移設事業を計上して

おります。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。

○議長（吉田敏男君） これから、質疑を行

います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５０号辺地に係る公共的

施設の総合整備計画の策定についての件を採

決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５０号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の策定についての件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第５１号

○議長（吉田敏男君） 日程第１３ 議案第

５１号足寄町過疎地域自立促進市町村計画の

一部変更についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５１号足寄町過疎地域自立

促進市町村計画の一部変更について、提案理

由の御説明を申し上げます。

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項

において準用する同条第１項の規定に基づ

き、足寄町過疎地域自立促進市町村計画の一

部を別紙のとおり変更するものでございま

す。

足寄町過疎地域自立促進市町村計画は、平

成２８年度から平成３２年度までの５カ年間

で、過疎地域の自立促進のための産業の振

興、生活環境の整備、医療の確保、教育の振

興など施策の実施について、それぞれ項目を

掲げ事業を計上しておりますが、簡易水道導

水管等敷設がえ整備事業及び上足寄営農用水

道浄水場改修事業並びに国民健康保険病院の

救急医療確保対策事業につきまして、その財

源として過疎債の充当が認めることとなりま

したので、計画に追加いたしたく、１８ペー

ジから２２ページまでの別紙の計画の変更に

ついて、議決のお願いをするものでございま

す。

なお、この市町村計画に大幅な事業変更が

ある場合につきましては、北海道と事前協議

を行い、議会の議決を経て国に提出すること

となっておりますが、北海道との事前協議に

つきましては、５月２９日に終了しておりま

す。



― 14―

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これから、質疑を行

います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５１号足寄町過疎地域自

立促進市町村計画の一部変更についての件を

採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５１号足寄町過疎地域

自立促進市町村計画の一部変更についての件

は、原案のとおり可決されました。

ここで、暫時休憩をいたします。

１１時１０分再開といたします。

午前１０時５４分 休憩

午前１１時０９分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 議案第５２号

○議長（吉田敏男君） 日程第１４ 議案第

５２号町民センター改修（建築主体）工事請

負契約についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５２号町民センター改修

（建築主体）工事請負契約について、提案理

由の御説明を申し上げます。

平成２９年５月２５日足寄町財務規則に基

づき、指名競争入札に付した町民センター改

修（建築主体）工事について、下記のとお

り、請負契約を締結するため、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関

する条例第２条の規定により、議会の議決を

お願いするものでございます。

契約の目的は、町民センター改修（建築主

体工事）。

契約の方法につきましては、指名競争入札

による契約でございます。

契約の金額は、１億３,２２５万６,８００

円。

契約の相手方は、足寄町旭町４丁目２４番

地、株式会社木村建設、代表取締役、木村祥

悟氏でございます。

工期は、平成３０年３月２２日でございま

す。

２４ページ、２５ページに、平面図を添付

させていただいておりますので、御参照いた

だきたいと思いますが、改修箇所は平面図の

斜線の部分で、１階は会議室、応接室など、

２階は図書室、生活実習室などへの改修でご

ざいます。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

２番、榊原深雪君。

○２番（榊原深雪君） お伺いいたします。

この町民センター改修工事の請負契約につ

いての入札参加業者は何社でしたでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。



― 15―

入札参加業者は６社でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番、榊原深雪君。

○２番（榊原深雪君） それぞれの落札パー

セントを教えていただきたいのですが。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） 最低価格だけで

御容赦いただきたいと思うのですけれども、

落札価格は、パーセントは９８.０２％でご

ざいます。

○議長（吉田敏男君） ２番、榊原深雪君。

○２番（榊原深雪君） 今回、先ほども言い

ましたけれども、定例議会がおくれましたの

で、そのことによって、人員の確保とか、町

内の業者さんに集中しますので、その点、人

員確保とか苦慮されていることと思いますけ

れども、そのような声はありますでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

５,０００万円以上の工事につきまして

は、議会の議決をいただいて本契約、その後

着手、着工ということになりますが、十分に

業者と打ち合わせをいたしまして、必要な場

合には臨時議会をお願いをするなどのことも

過去にもいたしておりますし、これらの、こ

の工事につきましては、本日の会議期日で契

約ということで、工期までに工事が順調に進

んで間に合うという業者との打ち合わせのも

とに本日の議案提案となっておりますことを

御理解いただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 他に、質疑はござい

ませんか。

１１番、髙橋秀樹君。

○１１番（髙橋秀樹君） 今回の、今関連の

質問をさせていただきます。

５月２５日に落札、競争入札がございまし

た。その後、約１カ月間という長い期間を置

くということになっているのが現状だと、私

は認識をしております。

その中で、今、各業者さんのほうと打ち合

わせをというふうにございましたが、関連の

企業さんというのはたくさんいらっしゃると

いうふうに思います。要するに、下請けさん

ですとか、そういうところの人たちがたくさ

んいるように思われます。社長と言ったら変

ですけれども、落札業者さんだけが業者では

ないというふうに思ってますので、この長い

期間置くということは、臨時議会を開くとい

うことではなくて、もっと違う方法があった

のではないかなというふうに、私は推察する

のですが、その辺はどのようにお考えか、お

願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

その下請け業者とか、関連企業も含めた中

での請負業者との間での、うちの工事施工担

当課との打ち合わせの中で、この工期で行け

るという打ち合わせのもとに提案させていた

だいていることでございますし、入札は最低

月に２回、多いときは４回ほどございますの

で、その都度契約案件を議会を開いていただ

くわけにもまいりませんし、その辺は業者の

方と打ち合わせに支障のない範囲で議会を、

定例会に間に合うものは定例会、臨時議会を

お願いしたいものは、５月にも臨時議会開い

ておりますが、そちらも契約案件を発端とす

ることで会期が決まったような都合もござい

ますので、そのように調整しておりますの

で、御理解いただきたいと思います。

○議長（吉田敏男君） １１番、髙橋秀樹

君。

○１１番（髙橋秀樹君） 今回、町民セン

ターと小学校と二つの大きな案件がここに出

てまいりました。

非常に各業者さん、下請けさんも苦慮しな

ければいけない、使わなければいけないとい

うことになっているのだと思います。

少しでも早く、僕はこれ５月２５日に入札

が出たというのは別に悪いことだと思ってい

るわけでもないし、非常に早い段階で出して

いただいただろうというふうに思っているの
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ですが、結局１カ月、６月の中に、後半まで

契約ができないということはいかがなものな

のかなというふうに懸念をしております。

その中で、この形になっている中で、業者

さんと打ち合わせができているという話で

あっても、本契約に至らなければ工事の発注

ができないというふうに資材の、材料の確保

等々もできないというお話も伺っておりま

す。

その辺は、やはりしっかり契約期間を早め

ていただけるようなことを今後考えていった

ほうが、僕はよろしいかなというふうに思い

ますが、その辺はいかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） ただいま５月２５

日に入札をやって６月２０日議決ということ

で、約１カ月間の期間があくというようなこ

とで、本来ですと、もうちょっと早く臨時会

だとか開ければ、そういったところで議決を

していただいてということになるのかなとい

うふうに思っておりますけれども、５月の末

にも臨時会を開いて、工事締結やっておりま

す。それから６月定例会があるというような

ことで、今回のこの日の議決ということにな

りましたけれども、業者さんとも十分打ち合

わせをしながら、ここのこの日程で議決で大

丈夫ですよということでの打ち合わせ等もや

りながらやってきておりますので、そのあた

りについては御理解をいただきたいと思いま

すし、また今後の部分でいけば、なるべくい

つまでに、何日以内に議決をしなければなら

ないだとかということは決まっておりません

けれども、なるべく早い段階で議決をすると

いうのがスムーズに工事も進んでいくという

ことになるのだろうというふうに思っており

ますので、今後についてはなるべく早い段階

での議決ができるようにというように考えて

おります。

今回、たまたま昨年の災害などもありまし

て、非常に業者さんたちも仕事がたくさんあ

るというか、忙しい状況の中でありますの

で、そういった部分では非常に、工事は自分

のところでやるということが決まったけれど

も、なかなか契約ができないと着手ができな

いということで気をもんでいらっしゃる方も

いるのかなというふうに、こう思っておりま

す。そういった部分も含めて、今後について

は、なるべく早い段階での議決ができるよう

な体制ができればと考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 他に、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５２号町民センター改修

（建築主体）工事請負契約についての件を採

決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５２号町民センター改

修（建築主体）工事請負契約についての件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第５３号

○議長（吉田敏男君） 日程第１５ 議案第

５３号町民センター改修（電気設備）工事請

負契約についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５３号町民センター改修

（電気設備）工事請負契約について、提案理

由の御説明を申し上げます。



― 17―

平成２９年５月２５日足寄町財務規則に基

づき、指名競争入札に付した町民センター改

修（電気設備）工事について、下記のとおり

請負契約を締結するため、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第２条の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

契約の目的は、町民センター改修（電気設

備）工事。

契約の方法につきましては、指名競争入札

による契約でございます。

契約の金額は７,５６０万円。

契約の相手方は、横山・佐藤・渡部経常建

設共同企業体、代表者は、足寄町南２条２丁

目３番地、株式会社横山電気商会、代表取締

役、横山協司氏でございます。

構成員は、足寄町南３条２丁目２２番地、

有限会社佐藤電気商会、代表取締役、大塚浩

彦氏。同じく構成員としまして、足寄町西町

５丁目２番地の５２、有限会社渡部電気商

会、代表取締役渡部紋久氏でございます。

工期は、平成３０年３月２２日でございま

す。

工事の概要でございますが、建築主体工事

に伴います照明、電源設備等でございます。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

１番、熊澤芳潔君。

○１番（熊澤芳潔君） 今回の事業につきま

しては、それぞれ金額が大きいので、それで

お聞きしているのですけれども、同じよう

に、榊原議員と同じように、入札参加業者が

何社なのか、また、落札率が何ぼなのかとい

うことをお聞きします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

指名業者数は５社でございます。落札率は

９５.６５％でございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 他に、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５３号町民センター改修

（電気設備）工事請負契約についての件を採

決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５３号町民センター改

修（電気設備）工事請負契約についての件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第５４号

○議長（吉田敏男君） 日程第１６ 議案第

５４号町民センター改修（機械設備）工事請

負契約についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５４号町民センター改修

（機械設備）工事請負契約について、提案理

由の御説明を申し上げます。

平成２９年５月２５日足寄町財務規則に基

づき、指名競争入札に付した町民センター改

修（機械設備）工事について、下記のとおり

請負契約を締結するため、議会の議決に付す
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べき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第２条の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

契約の目的は、町民センター改修（機械設

備）工事。

契約の方法につきましては、指名競争入札

による契約でございます。

指名業者数は、６社による指名競争入札で

ございます。

契約の金額は７,１４９万６,０００円、落

札率は９７％でございます。

契約の相手方は、奥原・白沢・コミヤマ経

常建設共同企業体、代表者は、帯広市西２０

条北１丁目３番地３０号、株式会社奥原商

会、代表取締役、奥原宏氏でございます。

構成員は、足寄町南５条１丁目１８番地、

有限会社白沢文栄堂、代表取締役、白澤康

氏。同じく構成員といたしまして、足寄町南

２条２丁目１２番地、有限会社コミヤマ、代

表取締役、込山善兵衛氏でございます。

工期は、平成３０年３月２２日でございま

す。

工事の概要でございますが、建築主体工事

に伴います給排水設備、暖房設備、空調設備

等でございます。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで、討論を終わります。

これから、議案第５４号町民センター改修

（機械設備）工事請負契約についての件を採

決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５４号町民センター改

修（機械設備）工事請負契約についての件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第５５号

○議長（吉田敏男君） 日程第１７ 議案第

５５号里見が丘公園整備（レストハウス新

築）（建築主体）工事請負契約についての件

を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５５号里見が丘公園整備

（レストハウス新築）（建築主体）工事請負

契約について、提案理由の御説明を申し上げ

ます。

平成２９年６月９日足寄町財務規則に基づ

き、指名競争入札に付した里見が丘公園整備

（レストハウス新築）（建築主体）工事につ

いて、下記のとおり請負契約を締結するた

め、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定によ

り議会の議決をお願いするものでございま

す。

契約の目的は、里見が丘公園整備（レスト

ハウス新築）（建築主体）工事。

契約の方法につきましては、指名競争入札

による契約でございます。

指名業者数は５社でございます。

契約の金額は５,７９９万６,０００円、落

札率は９７.８７％でございます。

契約の相手方は、足寄町旭町１丁目３４番

地、原建設株式会社、代表取締役、原安正氏
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でございます。

工期は、平成２９年１１月３０日でござい

ます。

工事概要は、木造２階建て、延べ床面積２

５０.６６平方メートルの新築工事でござい

ます。

２９ページから３３ページまでに、配置

図、平面図等を添付しておりますので、御参

照をいただきたいと思います。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

１番、熊澤芳潔君。

○１番（熊澤芳潔君） このレストハウスの

関係なのですけれども、以前に私ちょっと聞

いたかと思うのですけれども、この合宿等に

対応ができるような話もあったような気がし

たのですけれども、そういったことについ

て、ちょっと聞きたいと思いますけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） 今回のレストハウ

スの新築でございますが、元々今までありま

したクラブハウス、その機能をほぼ引き継ぐ

よというような形になっておりまして、合宿

とかということになりますと、宿泊だとかそ

ういったものができないとなかなか難しいか

なと思うのですけれども、そういう宿泊だと

かそういう施設については、この施設には併

設はしておりません。今までのクラブハウス

の機能をそのまま持ってくるような、そんな

ような形になっております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 他に、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５５号里見が丘公園整備

（レストハウス新築）（建築主体）工事請負

契約についての件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５５号里見が丘公園整

備（レストハウス新築）（建築主体）工事請

負契約についての件は、原案のとおり可決さ

れました。

◎ 議案第５６号

○議長（吉田敏男君） 日程第１８ 議案第

５６号足寄小学校大規模改修（第１期）（建

築主体）工事請負契約についての件を議題と

いたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５６号足寄小学校大規模改

修（第１期）（建築主体）工事請負契約につ

いて、提案理由の御説明を申し上げます。

平成２９年５月２５日、足寄町財務規則に

基づき、指名競争入札に付した足寄小学校大

規模改修（第１期）（建築主体）工事につい

て、下記のとおり、請負契約を締結するた

め、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決をお願いするものでございま

す。

契約の目的は、足寄小学校大規模改修（第

１期）（建築主体）工事。

契約の方法につきましては、指名競争入札
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による契約でございます。

指名業者数は、６社でございます。

契約の金額は、８,５６４万４,０００円。

落札率は９７.３８％でございます。

契約の相手方は、足寄町西町８丁目１番地

の１２、株式会社外田組、代表取締役、菅原

智美氏でございます。

工期は、平成３０年３月２２日でございま

す。

３５ページから３７ページに平面図を添付

しておりますので、御参照いただきたいと思

いますが、改修箇所は平面図の斜線の部分

で、床、壁等の改修でございます。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５６号足寄小学校大規模

改修（第１期）（建築主体）工事請負契約に

ついての件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は、起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５６号足寄小学校大規

模改修（第１期）（建築主体）工事請負契約

についての件は、原案のとおり可決されまし

た。

◎ 議案第５７号から議案第６０号まで

○議長（吉田敏男君） 次に、関連がありま

すので、日程第１９ 議案第５７号十勝環境

複合事務組合規約の変更についてから、日程

第２２ 議案第６０号十勝圏複合事務組合規

約の変更についてまでの件を一括議題といた

します。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第５７号十勝環境複合事務組

合規約の変更についての件から、議案第６０

号十勝圏複合事務組合規約の変更についての

件まで、一括提案理由の御説明を申し上げま

す。

最初に、議案第５７号十勝環境複合事務組

合規約の変更につきましては、十勝環境複合

事務組合が行っているし尿処理が管内全市町

村となったことを受け、これまで構成市町村

が同一となった場合には、組織の効率化に向

け統合などを進めてきた経過を踏まえ、十勝

圏複合事務組合と十勝環境複合事務組合を統

合し、効率的、効果的な広域連携の取り組み

を進めようとするものであり、組合の解散が

あった場合に十勝圏複合事務組合が事務を継

承するため組合規約の一部を改正しようとす

るものでございます。

次に、議案書３９ページをお願いいたしま

す。

議案第５８号十勝環境複合事務組合の解散

につきましては、平成３０年３月３１日を

もって、十勝環境複合事務組合を解散しよう

とするものでございます。

次に、議案書４０ページをお願いいたしま

す。

議案第５９号十勝環境複合事務組合の解散

に伴う財産処分につきましては、解散に際し

て当該組合が所有する一切の財産を十勝圏複

合事務組合に継承させようとするものでござ

います。
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次に、議案書４１ページをお願いいたしま

す。

議案第６０号十勝圏複合事務組合規約の変

更につきましては、効率的、効果的な取り組

みを進めるため、十勝環境複合事務組合との

統合を行うとともに、所要の整理を行うため

十勝圏複合事務組合規約の全部を改正するも

のでございます。

規約の内容でございますが、まず第１章総

則において、第１条から第４条で組合の名

称、組織する地方公共団体、共同処理する事

務などについて。

第２章組合議会において、第５条から第９

条で、組合議会と議員、議決などについて。

第３章組合の執行機関において、第１０条

から第１５条で、執行機関の組織、任期など

について。

第４章組合の経費において、第１６条と第

１７条で、経費の支弁の方法、基金について

規定しております。

なお、附則において、施行日を平成３０年

４月１日からとするほか、経過措置、準備行

為などについて規定しております。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。４件一括で行

います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第５７号十勝環境複合事務

組合規約の変更についての件を採決をしま

す。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５７号十勝環境複合事

務組合規約の変更についての件は、原案のと

おり可決されました。

これから、議案第５８号十勝環境複合事務

組合の解散についての件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５８号十勝環境複合事

務組合の解散についての件は、原案のとおり

可決されました。

これから、議案第５９号十勝環境複合事務

組合の解散に伴う財産処分についての件を採

決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第５９号十勝環境複合事

務組合の解散に伴う財産処分についての件

は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第６０号十勝圏複合事務組

合規約の変更についての件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６０号十勝圏複合事務

組合規約の変更についての件は、原案のとお

り可決されました。
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◎ 議案第６１号

○議長（吉田敏男君） 日程第２３ 議案第

６１号足寄町行政手続等における情報通信の

技術の利用に関する条例の制定についての件

を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第６１号足寄町行政手続等に

おける情報通信の技術の利用に関する条例の

制定について、提案理由の御説明を申し上げ

ます。

本条例は、町の条例等に基づいて書面等で

行うこととされている各種手続について、こ

れを書面に加え情報通信の技術の利用、いわ

ゆるオンラインにより行うことも可能とする

ために制定するものでございます。

条例の内容について御説明いたします。

第１条で、目的として町の機関等に係る申

請届け出その他の手続等に関し、電子情報処

理組織を使用する方法、その他の情報通信の

技術を利用する方法により行うことができる

ようにするための共通する事項を定めること

により、町民の利便性の向上を図るととも

に、行政運営の簡素化及び効率化に資するこ

とを目的とすると定めております。

第２条定義では、用語の意義を定めており

ます。

第３条電子情報処理組織による申請等で

は、他の条例等の規定で書面等により行うこ

ととしている申請等について、別に定めるこ

とにより電子情報処理組織、いわゆるオンラ

インによる申請等ができることを定めており

ます。

第４条電子情報処理組織による処分通知等

では、オンラインにより処分通知等ができる

ことを定めております。

第５条電磁的記録による縦覧等では電磁的

記録により縦覧ができることを定めておりま

す。

第６条電磁的記録による作成等では、書面

等にかえて電磁的記録の作成等を行うことが

できることを定めております。

第７条手続等に係る情報システムの整備等

では、町はシステム整備に努めることを定め

ております。

第８条手続等に係る電子情報処理組織の使

用に関する状況の公表等では、利用状況につ

いて、毎年度１回以上公表することを定めて

おります。

第９条委任では、条例の施行に関し、必要

な事項は町の機関が定めることとしておりま

す。

附則において、条例の施行を平成２９年７

月１日としております。

また、附則第２項で、本条例の制定によ

り、足寄町行政手続条例の関連する文言の整

理が必要となったことから、これを一部改正

することとしております。

なお、４５ページに、足寄町行政手続条例

の新旧対照表を添付しておりますので、御参

照いただきたいと思います。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第６１号足寄町行政手続等

における情報通信の技術の利用に関する条例

の制定についての件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。
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本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６１号足寄町行政手続

等における情報通信の技術の利用に関する条

例の制定についての件は、原案のとおり可決

されました。

◎ 議案第６２号

○議長（吉田敏男君） 日程第２４ 議案第

６２号足寄町職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました議案第６２号足寄町職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例について、

提案理由の御説明を申し上げます。

本条例は、職員の時間外勤務手当等の算出

に用いる勤務１時間当たりの給与額に自己の

所有に属する住宅に対して支給している住居

手当、及び寒冷地手当を加える改正を行うも

のでございます。

地方公務員の勤務条件等につきましては、

労働基準法が適用されているところでござい

ますが、ある県の給与条例の時間外勤務手当

等の算出に用いる勤務１時間当たりの給与額

の算定方法が、労働基準法に違反していると

して労働基準監督署より是正勧告を受けたこ

とから、総務省は全国の自治体に適法な対応

をとるよう通知いたしました。是正勧告を受

けた県の給与条例は、条例準則どおりで本町

のこの県と同様に条例準則に沿った規定とし

ていたため、これを適法となるよう改正する

ものでございます。

条例の内容について、御説明いたします。

足寄町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例、第１条足寄町職員の給与に関す

る条例の一部を次のように改正する。

第１６条の次に、次の１項を加えるといた

しまして、第１６条第２項に職員の時間外勤

務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当の算出

に用いる勤務１時間当たりの給与額に自己の

所有に属する住宅に対して支給している住居

手当及び寒冷地手当を加える規定を追加いた

しました。

第１９条の改正は、これまで最初の基準日

に一括支給していた寒冷地手当を毎月の支給

に改正するものでございます。

附則において、条例の施行を平成２９年７

月１日としております。

４７ページに新旧対照表を添付しておりま

すので、御参照ください。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほど、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第６２号足寄町職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の件を採

決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６２号足寄町職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例の件

は、原案のとおり可決されました。
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◎ 議案第６３号

○議長（吉田敏男君） 日程第２５ 議案第

６３号過疎地域における固定資産税の課税の

特例に関する条例の一部を改正する条例の件

を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 松野孝君。

○住民課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました議案第６３号過疎地域における固

定資産税の課税の特例に関する条例の一部を

改正する条例について、提案理由の御説明を

申し上げます。

本条例の改正につきましては、過疎地域自

立促進特別措置法の一部を改正する法律が、

平成２９年３月３１日に公布され、平成２９

年４月１日から施行されたことにより、本条

例の一部を改正するものでございます。

過疎地域における固定資産税の課税の特例

に関する条例の一部を改正する条例、過疎地

域における固定資産税の課税の特例に関する

条例の一部を次のように改正するものでござ

います。

改正の内容につきましては、第１条は地方

税の課税免除に伴う措置の対象業種につきま

して、情報通信技術利用事業いわゆるコール

センター業でございますが、それを廃止いた

しまして、農林水産物等販売業を追加するも

のでございます。

第２条では、課税の特例適用期限につい

て、平成３１年３月３１日まで、２年間延長

するものでございます。

附則でございますが、第１項では、この条

例は公布の日から施行し、平成２９年４月１

日から適用するものでございます。

第２項は、適用区分の規定でございます。

４９ページに新旧対照表を添付しておりま

すので、御参照を願います。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、よろしく御審議のほど、お願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

１番、熊澤芳潔君。

○１番（熊澤芳潔君） ここにある農林水産

物等販売業者とあるのですけれども、これは

販売するだけの業者という意味でしょうか。

できれば詳しくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、住民課長。

○住民課長（松野 孝君） 大変申しわけご

ざいません。詳細につきましては、農林水産

物等販売業につきましては、法律の規定どお

り農林水産物等を販売する業という法人とい

うことでございまして、詳細につきまして

は、ちょっと国の規定等も読んだのですが、

詳細はちょっとわかりませんので、申しわけ

ございません。

○議長（吉田敏男君） 他に、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第６３号過疎地域における

固定資産税の課税の特例に関する条例の一部

を改正する条例の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６３号過疎地域におけ

る固定資産税の課税の特例に関する条例の一

部を改正する条例の件は、原案のとおり可決

されました。

◎ 議案第６４号



― 25―

○議長（吉田敏男君） 日程第２６ 議案第

６４号足寄町手数料徴収条例の一部を改正す

る条例の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

住民課長 松野孝君。

○住民課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました議案第６４号足寄町手数料徴収条

例の一部を改正する条例について、提案理由

の御説明を申し上げます。

本条例の改正につきましては、地方公共団

体の手数料の標準に関する政令と一部そごが

生じている部分がございましたため、政令に

合わせ本条例の一部を改正するものでござい

ます。

足寄町手数料徴収条例の一部を改正する条

例。

足寄町手数料徴収条例の一部を次のように

改正するものでございます。

第７条を第８条とし、第３条から第６条ま

でを１条ずつ繰り下げ、第２条の次に次の１

条を加えるものでございます。

改正の内容につきましては、第３条につき

ましては、郵便または民間事業者による信書

便により、謄本等の請求があった場合、手数

料のほか送付に要する費用を徴収することを

定めた規定でございます。

別表戸籍の証明手数料の項は、戸籍の電算

化に伴いまして、戸籍は磁気ディスクにデー

タとして記録され、これにより調整された戸

籍に記録されている事項の全部または一部を

証明した書面の交付に関する規定を加えると

ともに所要の改正を行うものでございます。

戸籍の閲覧手数料中の改正は、文言の整理

によるものでございます。なお、手数料の金

額等に変更はございません。

附則でございますが、この条例は公布の日

から施行するものでございます。

５１ページ及び５２ページに、新旧対照表

を添付してございますので、御参照願いま

す。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、よろしく御審議のほど、お願い申

し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第６４号足寄町手数料徴収

条例の一部を改正する条例の件を採決をしま

す。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６４号足寄町手数料徴

収条例の一部を改正する条例の件は、原案の

とおり可決されました。

◎ 散会宣告

○議長（吉田敏男君） 以上で、本日の日程

は全部終了をいたしました。

本日はこれで散会をいたします。

次回の会議は、６月２８日午前１０時より

開会をいたします。

大変御苦労様でございました。

午後１２時００分 散会


